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角
川
尻
漁
港
の
拡
充
整
備
を
本

年
度
よ
り
突
施
致
し
、
之
に
よ

り
漁
業
家
各
位
が
安
ん
じ
て
、

そ
の
生
業
を
営
み
、
そ
の
泌
陵

高
培
を
図
る
事
が
出
来
る
も
の

と
信
じ
て
お
る
攻
第
で
あ
り
ま

す。
叉
農
業
の
面
に
お
き
ま
し
て

片
貝
川
上
流
の
砂
防
堰
堤
の
築

造
に
よ
り
ま
し
て
、
再
び
過
ぐ

る
七
、

一
水
害
の
如
き
災
害
を

繰
り
返
す
事
の
な
き
様
.
そ
の

根
本
策
を
樹
て
、
強
力
に
之
が

実
現
に
努
力
致
す
と
共
に
農
業

指
導
面
の
充
実
を
図
り
、
土
地

改
良
事
業
の
促
進
を
な
し
て
、

そ
の
生
産
向
上
に
限
論
的
な
裏

付
を
な
し
て
行
き
度
い
所
存
で

御
座
い
ま
す
。

一
面
才
末
以
来
市
民
関
心
の

的
と
な
っ
て
お
り
ま
す
日
本
カ

ー
バ
イ
ド
工
場
か
ら
の
申
入
れ

の
工
場
の
件
に
つ
き
ま
し
て

は
.
あ
く
ま
で
誠
意
を
も
っ
て

全
市
一
体
と
な
っ
て
之
が
解
決

に
あ
た
る
事
は
勿
論
、
他
の
工

場
に
つ
き
ま
し
て
も
積
極
的
に

之
が
受
入
態
勢
を
整
え
て
臨
み

、
以
て
市
税
の
増
強
と
、
商
工

業
の
発
展
を
図
り
、
併
せ
て
二

男
、
三
男

へ
の
労
働
対
策
を
樹

立
い
た
し
た
い
積
り
で
御
座
い

ま
す
。次
に
都
市
計
画
に
お
き
ま
し

て
は
.
国
道
八
号
線
が
、
都
市

計
画
の
根
幹
を
な
し
て
い
る
点

を
県
並
び
に
建
設
省
に
お
い
て

も
強
く
認
め
ら
れ
、
本
年
こ
そ

は
と
の
見
通
し
を
つ
け
て
お
る

わ
け
で
あ
り
ま
す
。

な
お
現
在
工
事
中
の
国
鉄
線

路
添
い
の
魚
津

l
大
光
寺
線
の

新
設
と
、
八
脈
絡
か
ら
早
月
橋

に
出
る
田
方
!
早
月
線
道
路
の

改
築
を
実
施
し
、

専
ら
線
路
以

南
に
於
て
之
が
事
業
を
計
画
い

た
し
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。

国
鉄
魚
津
駅
を
中
心
と
す
る

土
地
区
画
整
理
に

つ
き
ま
し
て

は
.
既
に
認
可
を
得
て
事
務
的

業
務
を
続
け
て
お
り
、
本
年
よ

り
.
五
ヶ
年
に
於
て
之
が
完
成

を
み
る
事
と
な
っ
て
お
る
の
で

あ
り
ま
す
。

以
上
そ
の
大
裂
を
申
上
げ
た

の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
更
申
上

げ
る
ま
で
も
な
く
.
之
等
事
業

の
達
成
は
官
民
挙
げ
て

の
深
い

御
理
解
と
御
支
援
を
ま
っ
て
は

じ
め
て
突
を
結
ぶ
も
の
で
あ
り

ま
し
て
‘一
層
の
御
概
縫
を
お
願

い
致
す
攻
第
で
御
座
い
ま
す
。

議
に
昭
和
三
十
一
年
の
新
春

を
遡
与
え
る
に
あ
た
り
、
五
万
市

民
の
絶
大
な
る
御
期
待
と
御
支

援
と
に
添
う
べ
く
、
粉
骨
砕
身

海
身
の
力
を
も

っ
て
市
政
の
進

運
に
寄
与
致
す
の
常
直
同
を
滋
に

謹
し
ん
で
お
誓
い
致
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

魚
津
市
長

金
丸
行
・
'
b

本
病
院
完
成
の
脱
に
は
ベ

ッ

ト
数
二
五
O
、
白
亜
五
、
六
周

の
近
代
建
築
と
医
学
の
粋
を
集

め
た
そ
の
施
設
は
、
た
ど
に
工

場
従
業
者
の
み
で
な
く
、
広
く

市
民
各
位
の
使
用
に
解
放
さ

れ
、
健
康
に
し
て
明
朗
な
る
生

活
の
保
障
を
約
束
さ
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
お
る
弐
第
で
御
座

い
ま
す
。

産
業
面
に
お
き
ま
し
て
は
、

津
会
場
を
設
け
た
の
を
機
会
一
財
政
問
題
が
同
国
会
の
ヤ
マ
ゼ

に
、
水
族
館
や
埋
没
林
舘
を
恒
一
と
云
わ
れ
る
ほ
ど
関
心
が
寄
せ

久
的
施
設
と
し
て
築
造
し
た
こ

一
ら
れ
、
与
.
野
党
か
ら
更
に
厳

と
な
ど
、
本
市
に
と
っ
て
は
画
一
し
く

一
一胞
の
対
策
を
一袋
詰
さ
れ

期
的
な
事
業
で
あ
っ
て
、
市
政
一
て
、
両
法
案
が
国
会
を
通
過
し

施
行
前
に
比
較
し
て
念
速
な
進
一
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地

弘一

方
財
政
建
全
化
の
。

法
内
の
御

歩
改
善
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
三
膳
立
て
。
が
整
い
、
今
後
は
政

え
な
い
事
実
で
あ
り
ま
す
o

一
府
の
積
極
的
な
施
策
を
待

つ
ば

一

す
c

一然
し
な
が
ら

一
面
乏
し
き
源
一
ィ
と
な
っ
て
い
る
訳
で
あ
り

一

昭
和
三
十
一

年
の
新
春
道

一
る
こ
と
に
な
り
ま

一
を
も
っ
て
短
期
司
内
こ
こ
れ
ら

一
れ
す
が
、
今
春
再
開
の
濡
常
国

一

ー
‘、

一
い
ま
、
本
市
生
誕
以
来
の
市
政一

f

t

一

一
え
る
に
あ
た
り
心
か
ら
お
祝
L

一

u

一
の
事
業
党
行
う
去
に
は
、
財
政
一
会
に
お
い
て
も
、
更
に
地
方
財

一
申
上
げ
ま
す
o

一
の
足
跡
を
ふ
り
か
え
っ
て

P
2面
に
お
い
て
・
い
や
が
上
に
も
一
政
赤
字
問
題
が
論
議
の
的
と
な

一
さ
て
、
昨
年
は
市
政
上
大
見

一日

れ

れ

吋
州
問

問

い

十

山
一膨
脹
十
来
し
、
決
し
て
楽
観
を
一

凶
川
抑
制
問
叫
ぶ
訪
日
明

一州

統

制

託

子

一
事

終

付

仲

良

の

懸

案

で

一

四

日

訳

出

豆

諸

言

語

一
り

ま

す

が

未

解

決

の

私

紘

級

協

務

務

綴

務

家

F

一も
同
じ
悩
み
と
す
る
と
こ
ろ
は
一
政
規
模
を
再
検
討
の
上
、
そ
の

一
諮
問
題
を
残
し、

未

弘

隆

援

物

警

綴

綴

字

一

弱

小
町
村
の
合
併
に
よ
り
自
治
一
週
正
化
を
考
え
、
政
府
の
施
策

一
-た
十
分
市
民
の
皆

椋

動

機

滞
緩
級
協
機
綴
綴

級

機

wv

一伝
子
女
の

R
織
と
運
営
を
合
盟
一
と
相
侠
っ
て
何
よ
り
も
U

市
財

一

勧
も

よ

療
機
綴
隣
級
協
瀦
機
激
務

一{
f
i
'
京

3

一政
〉
3
直
し
か
こ
ら
年
の
主
要

一
の
御
期
待
に
副
い
得
箇

1
γミ
F
徽
隊
隊
鵬
蝉
際
繍
勝
務
総
繍
湘

一官
且
つ
七
咋
っ
こ
し
て
財
政
的
一
仁
川
M
T

一

経
闘
J
JJ
膨
感
能
瞳
極
圏
膨
響
融
機

Jz:
一

|

日

ー自
b
v

、

一

丈
弘

L
と
し
て
諸
懸
案
の
解
決

一
な
い
僚
に
越
年
す
る
磁
観
阪
賜
縦
軸
臨
錫
際
物

繍

線
機

一
負
托
の
抑
制波
を
図
る

べ
き
筈
の
一
に
弥
力
す
べ
き
と
考
え
ま
す
o

一
に
至

っ

た

こ

と

喜

多

須

舞

響

匿

覆

子

一

吋
村
合
併
が
却
っ
て
財
政
の
膨
一

何
を
な
す
に
致
し
ま
し
で
も
市

一
現

時

も

媛

線

級

組

¥

，
一

昔

話

世

間

一

連

諸

理

一本
年
は
、
当
魚
津
市
が
市
制
を

あ

っ
た
恥
舵
十
の
他
文
化
施
設
一
で
あ
り
ま
す
o

遁
般
の
臨
時
国
一
あ
り
ま
す
か
ら
、
市
民
各
位
の

一布
い
て
か
ら
閉
度
目
の
正
月
を
一
の
摺
改
築
或
い
は
・
道
路
橋
梁

一会
に
お
い
て
も
、
昭
和
三
十
年
一
一
試
立
州
校
時
叫
」お
願
す
る

一迎
え
た
訳
で
す
が
、

わ

れ

〈

一
の
改
修
な
ど
・
よ
も
や
ま
の
事

一度
の
地
方
財
政
特
別
措
置
法
案
一
年
頭
に
あ
た
り
票
所
懐
の

一

一議
会
議
員
の
任
期
も
余
す
と
こ

一
業
を
な
し
遂
げ
、
殊
に
ト
昨
年

一
ゃ
、
地
方
財
政
再
建
侭
進
特
別
一
川
崎
を
述
べ
御
挨
拶
と
い
た
し
ま

一
ろ
僅
か
に
し
て
改
選
期
を
迎
え

一
は
富
山
産

業
時
に
参
加
じ
て
魚
…措
置
法
案
が
審
議
さ
れ
‘
地
方
一す
。

年

頭

の

加医 市 あ来の り厚陵のう理期極て 御 民 は此年 し 座
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なも 152みょ
っ つの まり
てて建しま
お近 設たし
るくが 北て
の着予 陸
で工 算 H佐さ
あを約一き
りみ佐iの に
ま る倍、労決
す事円災定
。にを 病 を

挨

拶

魚
津
市
議
会
議
長
ザ
ネ
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発行

住
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村

木
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川
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捻

代
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回

円
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目・

年

令

六

十
一
才

氏

名

梅

原
普
苗

①
経
治
副
や
財
政
聞
に
プ
ラ
ス

に
な
っ
て
い
る
の
か
、
マ
イ
ナ

ス
に
な
っ
て
い

る
の
か
知
る
由

も
な
い
が
.
と
も
角
も
旧
市
街

は
狭
い
な
が
ら
も
博
覧
会
を
転

機
と
し
て
非
常
に
明
る
く
、
居

侃
ホ
目
立
っ
て
近
代
的
と
な
っ

て
来
た
o
特
に
よ
く
な

っ
た
と

思
わ
れ
る
点
を
挙
げ
れ
ば
.

ωV
助
一、育
機
関

の
控
備
拡
充

同
水
族
初
、
埋
没
林
鰐
等
の

開
光
椀
設
の
突
現

品
開
上
水
道
の
実
現

ω円
魚
津
駅
の
改
築

伺
旧
市
街
の
護
岸
工
事
の
完

同
開

制
島
尻
.
遁
坂
等
の
耕
地
整

備
復
出

帥
村
部
へ
の
交
通
が
開
け
た

v
」

Bζ

①
市
役
所
の
官
庁
化
.
職
員
の

官
僚
化
、

職
務
処
理
上
、
多

日月昭和31年 1幸E市

住

所

馬

出

町

職
業

4

公
務
員

年

令

=

一十
四
才

氏

名

辻

清

治

①
間
接
的
に
は
市
財
政
が
大
き

く
な
っ
た
の
で
事
業
.
行
事

等
に
於
て
大
き
な
も
の
が
行

わ
れ
た
。

①
必
要
以
上
と
思
わ
れ
る
長
期

に
一
回
一
る
市
民
税
の
不
均
一
に

よ
り
、

陥

い
市
民
性
が
出
来

津魚

氏年職住
名 令業所

下
村
木
町

中
学
校
教
員

四
十
四
才

堀
内
は
つ
い

(昭和昨9月四日)
第三種郵便物認可/

①
 付
水
道
腕
設
が
出
来
て
、
文

化
的
な
明
る
い
生
活
が
出
来

る
よ
う
に
な

っ
た
。

伺
市
営
住
宅
が
だ
ん
/
¥
多

く
な
り
，
住
宅
難
解
決
へ
と

近
づ
き
つ

つ
あ
る
。

品
開
水
族
館
や
埋
没
林
舘
が
全

国
的
に
紹
介
さ
れ
観
光
魚
津

の
名
が
高
ま
っ

た。

①
学
校
予
算
が
縮
少
さ
れ
て
十

分
な
教
育
効
果
を
上
げ
る
事

が
出
来
な
く
な
っ
た。

①
付
誰
で
も
が
自
由
に
使
用
出

来
て
、

民
主
的
な
明
る

い
市

民
を
勺
く
る
の
に
役
立
つ
公

(第83号)

(ケ)

(ト1
¥、ー，〆

、、E
F
-------
rt
、
少
謹
延
化
の
嫌
い
な
き
に
し

も
あ
ら
ず
の
感
の
す
る
こ
と

①
 付
設
耕
地
等
の
改
取
工
事
等

は
他
市
に
遅
一
が
る
感
お
り

も

っ
と
促
進
の
要
あ
り

伺
充
分
検
討
を
尽
し
、
確
実

性
の
あ
る
工
場
誘
致
実
現

に
奮
闘
を
願
う
こ
と

伺
塵
芥
焼
却
場
の
実
現

帥
本
年
度
魚
津
市
で
行
わ
れ

る
保
護
司
県
大
会
を
有
終

美
に
完
了
せ
し
む
る
よ
う

助
成
を
十
二
分
に
し
て
い

た
冗
く
こ
と

同
市
役
所
前
.
朝
日
湯

l
金

屋
町
問
、
大
城
医
院
前
遁

路
等
の
舗
装
工
事
実
現

約
和
合
生
福
と
い
う
言
葉
は

甚
だ
陳
腐
で
は
あ
る
が
.

真
盟
た
る
を
失
わ
な
い
市

政
運
営
の
上
に
於
て
も
.

愛
市
準
展
の
た
め
に
も
協

力
一
致
を
希
念
致
し
ま
す

④
僧
職
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ぉ

念
仏
の
裡
に
日
々
固
定
好
目
。

て
い
る
o

①
付
町
村
合
併
時
に
於
け
る
極

々
の
約
束
に
終
始
せ
ず
完

全
魚
津
市
政
を
や
っ
て
欲

し
い
。

料
工
場
誘
致
.
大
々
的
な
都

市
計
画

局
現
在
ま
で
の
市
政
に
対
す

る
議
員
諸
氏
の
自
己
批
判

①
平
和

民
舘
の
建
設

伺
忙
し
い
家
庭
に
あ
っ

て
十

分
に
良
い
肢
を
受
け
る
事
の

出
来
な
い
幼
児
の
た
め
の
教

育
施
設

①
学
校
に
於
て
も
、
家
庭
に
於

て
も
、
話
も
が
か
け
が
え
の

な
い
大
切
な
人
間
で
あ
る
事

を
忘
れ
ず
、
絶
え
ず
相
手
の

立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え

る
よ
う
努
力
す
る
と
共
に
、

一
人
々
々

の
子
供
謹
の
持
つ

良
い
点
、
悪
い
点

を
出
来
る

だ
け
多
く
見
つ
け
出
し
て
遁

切
な
指
準
を
す
る
研
究
を
し

て
行
き
た
い
。

住

所

金

浦

町

職

業

会

社

事

務
員

年
令

二

十
才

氏
名

策
会
瑞
枝

①
幹
線
道
路
の
完
備
と
交
通
量

の
階
大
に
伴
う
補
装
道
路
の

拡
張

①
 
①
衛
生
的
た
面
か
ら
下
水
の
清

掃
と
流
水

健
全
娯
楽
施
設
の
完
備

例
え
ば
会
会
堂
の
設
立

@
女
と
し
て
の
必
索
令
-
身
に
つ

け
た
い

0

(W
+
M
よ
り
W
へ

の
進
展
〉

昭
和
三
十
一
年
の
新
春
を
抑

え
て
つ
ぎ
の
方
々
か
ら
市
広
報

に
、
御
意
見
の
お
年
玉
を
い
わ
h

vき
ま
し
た
。

①
市
に
な
っ
て
か
ら
目
立
っ
て

よ
く
な

っ
た
と
思
わ
れ
る
点

は
何
か
。

①
却
つ
ず
悪
く
な

っ
た
と
思
わ

トンケア

住

所

金

浦
町

職

業

高

校

生

年
令

十
八
才

氏
名

古
田
築
夫

①
水
族
舘
、
川
以
没
林
が
建
設
さ

れ
た
こ
と
。

小
学
校
が
整
備
拡
充
さ
れ
た

こ
と
。
人
禁
処
理
軍
等
出
る

よ
う
に
な
り
衛
生
的
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。

①
道
路

①
大
工
場
誘
致
.
大
規
模
な
都

市
計
画
、
遁
'路
の
改
修

①
昭
和
三
十
一
年
は
、
学
生
時

代
か
ら
足
を
洗
う
事
で
も
あ

り
一
人
前
の
社
会
人
と
し
て

役
の
立
つ
人
間
と
し
て
、
総

て
の
点
で
修
業
す
る
つ
も
り

で
す
。

-
住

所

本

江

職

業

飲

食

庖

主
婦

年
令

五
十
六
才

氏
名

狭
間
き
よ

①
水
族
館
、
埋
没
林
、
公
民
館

水
道
な
ど
町
村
時
代
に
で
き

な
か
っ
た
施
設
が
立
仮
に
出

来
た
こ
と
。

私
達
の
様
な
商
売
柄
か
ら
み

て
ズ
ン
ド
コ
的
な
人
が
少
く

な
り
、
人
間
の
性
質
が
よ
く

一

な
っ
た
点
で
す
。

一
①
よ
く
な
っ
て
い
て
も
‘
悪
く

一

な
っ
た
こ
と
は
な
い
。

一①
工
場
誘
致
に
力
を
入
れ
て
賢

一

う
こ
と
L
、
誘
致
で
き
る
よ

一

う
に
市
民
の

一
人
/¥
が
そ

れ
に
協
力
し
て
あ
げ
る
様
に

じ
て
貰
い
た
い
も
の
で
す。

④
や
り
た
い
事
が

一
杯
あ
っ
て

ど
れ
を
云
っ
て
よ
い
や
ら
・:

住

所

金

屋
町

職
業

洋
品
化
粧
品
小
売

民
主

れ

る

点

は

何

か

。

年

令

=

一十
一
才

①
昭
和
三
十
一
年
の
市
政
に
ゑ
一

氏

名

岩

田

豊
作

非
力
を
入
れ
て
欲
し
い
点
は
盟
①
自
治
体
自
体
の
政
治
力
の
増

何

か

。

自

大

④
昭
和
三
十
一
年
を
あ
な
た
は
m
⑦
特
に
な
し

ど
の
様
に
お
く
り
た
い
と
恩

一①
工
場
誘
致

い

ま

す

か

。

@

明

る

く

平
々
凡
々

住

所

大

町

職

業

会

社

重

役

年

令

四

十

三

才

氏
名

金
川
四
郎

①
大
同
団
結
に
よ
り
公
共
事
業

が
や
り
易
く
な
り
、
割
合
に

ス
ム
ー
ス
に
実
施
さ
れ
て
い

る
。
観
光
的
行
事
が
ま
と
ま
っ

て
行
わ
れ
る
様
に
な
っ
た
事

②
特
に
目
立
っ
て
で
は
な
い

が
、
源
問
が
多
少
出
来
て
対

立
し
て
い
る
こ
と
。

①
先
ず
市
一
円
の
大
選
挙
区
制

実
施
に
よ
り
、
大
間
的
立
場

に
立
っ
て
市
政
の
将
来
を
議

す
る
様
な
人
々

を

望

み

ま

す
。旧
町
内
の
道
路
巾
員
の
拡
張

や
整
備
。

公
会
堂
の
新
設
。

④
私
の
工
場
の
削
減
品
で
あ
る
工

具
類
は
、
品
質
が
優
良
な
り

と
高
ぺ
評
価
せ
ら
れ
、
注
文

も
増
加
し
て
お
り
ま
す
の

新
K
猟
師
吋

漁
業
四
十
二
才

四
十
野
健
吉

住
所
職
業
年
令
氏
名

①
上
水
省
が
出
来
た
こ
と
と
、

・水
族
問
が
川
来
た
事
は
市
に

な
っ
た
誇
り
と
思
い
ま
す
。

②
悪
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
昭
和
三
十

一
年
の
市
政
に
は

是
非
水
産
行
政
に
力
を
入
れ

て
頂
き
た

い
。
其
の
内
で
市

内

一
千
名
の
出
漁
者
は
、
生

活
苦
の
為
に
家
涯
を
離
れ
て

身

命

の

危

険

に
さ
ら
さ
れ

乍
ら
積
拶
に
従
事
し
て
い
る

が
.
出
漁
者
の
地
一巧
沿
揮
の

完
全
着
漁
の
行
政
投
び
に
着

漁
資
金
の
斡
旋
を
望
み
ま
す

③
昭
和
三
十

一
平
は
出
漁
せ

ず
、
地
元
沿
草
で
、
漁
業
を

や
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま

す
。

住
所

金
H
A
谷

職
業

農

共

職

員

竿

令

二

十

九

才

氏
名
山
口
良
一

①
通
信
交
通
網
が
新
設
さ
れ
て

来
た
o
学
校
や
観
光
施
設
が

良
く
な
っ
た
。

②
産
業
の
統
一
指
導
が
等
閑
さ

れ
て

い
る
。

①
工
場
誘
致
.
宝
来
の
統

一
指

事
鳴
m
仰
の
設
立
。

ー

④
健
康
で
あ
り
た
い
。

自
分
の

職
業
技
術
の
向
上
を
矧
し
た

、。
B
h
v
 

住
所

浜
姥
田

職
業

工
員

年

令

四

十

四

才

氏
名

後
藤
政
夫
郎

①
災
害
復
旧
事
業

。

①
特
別
に
な
い

と
思
う
。

①
工
場
誘
致
の
完
遂
と
市
民
税

の
均
一

課
税

。

②
明
る
い
気
持
で
、

互
に
助
け

合
っ
て
行
き
た
い
。

で、

一
時
事
業
の
州
限
を
図

り
た
い

と
思

い
ま
す
。

鍛
治
良
作
後
援
会
を
通
じ
て

保
守
合
間
企
図
り
.
明
朗
な

平
和
な
市
に
し
て
行
き
た

、
。

B
hv
 
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
指
漂
者

と
し
て
.
よ
り
一

附
青
少
年

の
誘
導
育
成
に
努
め
、
将
来

の
立
振
な
市
を
つ
く
り
あ
げ

て
行
く
第
一
歩
を
き
づ
き
た

い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。

其
ノ
三
教
育
-
商
工
水
産
関
係

士
市
制
が
施
行

3
れ
て
か
ら
教
育
関
係
、
商
工
水
産
関
係
で

二

一…は
、
ど
の
よ
う
に
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
の
実
態

二

一一を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

…↑

ハ
門
教

昭
和
二
十
七
年
同
月
に
魚
伴

市
が
誕
生
し
、
続
い
て
十
一
月

に
市
紋
育
委
員
会
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
市
制
が
突
脳
さ
れ
る

と
‘
す
ぐ
に
市
の
教
育
行
政
全

般

ι対
L
て
検
討
が
加
え
ら

れ
、
通
学
区
.
学
校
腕
設
、
学

伎
の
鋭
膜
等
に
つ
い
て

一
応

ω

成
案
が
た
つ

て
い
ま
し
た
。
市

教
育
委
員
会
は
、
大
体
こ
れ
を

踏
襲
し
.
更
に
地
域
の
実
状
を

調
査
研
究
し
て
教
育
行
政
の
基

本
方
針
を
定
め
、
こ
れ
が
実
瓜

に
つ
と
め
ま
し
た
。
今
円
ま
で

に
校
地
‘
校
舎
の
整
備
削
改
築

を
し
た
も
の
は
遁
下
校
、
加
樹

授
、天
神
授
、
片
貝
山
女
分
授
、

松
倉
古
鹿
熊

分
校
、

坪

野

分

校
、
上
掛
万
校
.
西
布
施
校
々

地
.
大
町
授
、
片
貝
授
、
終
田

校
、
上
中
島
俊
等

十

指

に

余

り
.
更
に
学
区
再
編
成
に
よ
る

新
校
.
住
吉
、
木
江
同
問
の
建

設
.
滑
川
市
と
の
組
合
立
白
倉

校
の
創
設
な
ど
、
近
々
コ
年
有
半

の
聞
に
か
く
も
多
数
の
完
成
を

み
た
こ
と
は
、
全
く
市
当
間
並

び
に
市
民
各
位
の
教
育
重
視
の

現
わ
れ
と
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん

本
年
度
に
お
い
て
は
住
吉

校
.
本
百
校
の
年
弐
整
備
、
片

貝
、
加
積
、
経
国
授
.
東
部
中

育

関

{系

学
校
凶
布
施
分
校
の
完
成
を
計

画
し
て
お
り
、
市
制
実
施
当
初

の
計
凶
が
着
々
突
を
結
ん
で
お

り
ま
す
。
余
す
と
こ
ろ
住
吉
、

木
江
同
校
の
完
成
、
松
倉
校
の

講
生
‘
村
木
校
の
改
築
、
中
学

校
の
泊
切
な
企
画
等
が
大
き
な

問
題
で
あ
灼
ま
す
。

校
地
校
舎
の
整
T

備

に

加

え

て
、
内
符
設
備
の
充
実
と
学
童

の
保
健
管
理
と
い
う
こ
と
は
更

に
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
直
接

児
童
生
徒
の
能
力
に
影
響
す
る

点
が
大
き
い
の

E
事
首
長

r

で
.
で
き
る
だ

喜
一
昨
議
論

け
学
校
差

Z
ぞ
渓
お

く
し
、
優
秀
な

川
vwd
mvmわゆ
説

教
員
の
充
当
と

九一M
Mぷ
鱗

交
町内山一

縮
ま
っ
て
教
育

前
一
律

γ
鶏

裂

の

向

上

を

の一三

議
臨
機

は
か
っ
て
い

ま

ベ

雲

伊鱒

す
。

O
J
u
v
l
w
%
以
ア
際

社
会
批
育
に
つ
〉
援
♂
い
を
錨

い
て
は
、
特
に

以
内
ふ
が
い
ふ
一

専
任
係
員
を
お

ぷ

…

滋

災

γ

レ
て
.
各
地
区

緩
綴
潔
汚
い

の
社
会
教
育
関
J

ぺ

MdMPJ恥い仰い
ゾ
w

係
団
体
の
協
力

S
M
V
注
目
祝
日
惑
還

を
得
て
公
民
間
巡
翻
の
推
進
に

努
力
し

ま
し
た
っ
特
に

m
F
公

一氏
仔
.
V
新
築

L
、
町
村
会
教
育

の

一
拠
氏
と
し
て
各
方
面
の
活

間

ι利
用
し
荒

A々

以
来
を
修
め

て
い
、ま
す。

こ

の
'
」
と
に
つ
い
、

て
J4
.

地
元
の

お

芯

に

対

し

て
、
深

い
九州一-志

社
表
ヲ
る
次
第

-fJ
山
ソ
ま
す
。

背
-4
学
級
は
、

川
和
二
十
八
年

青
年
平
級
振
興

い
公
布
以
来
.

全
地
区
に
開
設

と
れ
=
硯
在
二
十

ヂ
級
、
千
三
十

名
か
研
修
し
て

い
1

ま
す
o

そ
の

他
、
成
人
学
級

、
婦
人
講
座
を

齢
詐
地
組
問
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E プ一二重吉輩

魚
海
市
教
育
委
員
会

演

多

由

利

中

島

金

二

佐

伯

新

作

高

瀬

幸

作

橋

実(議
席
順
)

魚
津
市
選
暴
管
理
委
員
会

林

秀

雄

河

口

助

之

丞

高

見

源

二

魚
津
市
公
平
委
員
会

大

谷

清

瑞

寺

崎

良

卒

魚
津
市
監
査
委
員

紙

谷

作

造

高

野

宗

雄

魚
津
市

固
定
資
産
評
債
審
査
委
員
会

守

谷

留

治

一
口
問
瀬
紋
作

山

口

助

夫

魚
津
市
謹告
E言E

山丸溝谷関杉徳業
委
員
..6.. 

委
員
長

委
員
長

会
長

王当・
伊3

謙

治

博

吉

秀

雄

越

孝

作

口

源

太

郎

本

太

一

城

慶

一

宮

崎

銀

作

大

崎

利

吉

大

崎

甚

之

丞

高

木

源

次

河

崎

浅

之

助

関

次

伊

一
山本口口

日
目

東

清



一

加
積
小
学
校
増
改
築
一
し
た
り
、
会
場
を
提
供
し
た
講
一
育
協
会
、
市
述
青
木
部
、
ボ
l

一

片
貝
小
学
校
増
改
築

一演
会
、
講
習
会
.
レ
コ
ー
ド
・
一
イ
・
ス
カ
ウ
ト
第
二

隊

事

務

一

西
布
施
分
校
買
収
並
び
憎
築
一
コ
ン
サ
ー
ト
、
展
覧

・
展
示
会
一

所
、
市
芸
術
協
会
事
務
局
た
ど

一

終
回
小
学

校

増

改

築

一

読
書
会
、
そ
の
他
の
集
会
の
回

一
を
お
い
て
、
人
の
出
入
れ
が
他

“

一数
は
、

四
八
七
回
、
集
ま
ら
れ

一

昭
和
三
十
一
年
度
以
降
の
建
築

一た
人
の
数
は
一
八
九
、
O
一
二
の
市
立
図
書
館
と
比
べ
も
の
に

予

定

分

一

人

と

な

っ
て
い
ま
す
o

一
な
ら
な
い
ほ
ど
活
発
で
す
o

住
吉
小
学
校
憎
築

一
こ
れ
ら
の
利
用
に
よ
っ
て
・

一
A
県
立
図
書
舘
の
分
館
を
も
乗

本
江
小
学

校

培

築

一

速

度

は

遅
く
・
効
巣
は
目

ι
は
一
ね
て
い
ま
す
か
ら
、
市
内
の
各

村
木
小
学

校

新

築

一

見

え

ま

せ

ん
が
、
知
ら
な
い
間

一
種
民
間
団
体
へ
の
読
み
や
す
い

松
倉
小
学
校
講
堂
増
改
築
一
に
文
化
的
な
食
糧
が
身
心
に
消
一
貸
出
文
庫
の
あ
っ
せ
ん
を
喜
ん

新

設

中

学

校

設

置

一

化

、

栄

養
頑
と
な
っ
て
新
し
い

一
で
い
た
し
ま
す
か
ら
、
い
つ
な

つ
い
て
・
み
な
さ
ん
の
害
一
市
民
性
絡
が
で
き
上
り
つ
つ
あ

一
り
と
も
お
申
越
し
下
さ
い
o

一
弾
・
変
化
セ
ン
タ
ー
と
い
め
れ
一
る
と
信
じ
て
い
ま
す
o

一市
、
県
を
問
わ
ず

一
切
が
無
料

坪
野
分
校
来
日

一

る
図
書
舘
は
こ
の
四
年
間
に
、一

i
1状
は
ど
う
か
と
申
し
ま
す

一
で
奉
仕
さ
れ
ま
す
か
ら
念
の
た

i

;

一叔
ど
ん
な
奉
仕
を
し

て

一

正

一

-
山一ぺ一
川
一九
一昨
日
明

M
V一
玲
い
ま
ど
う
い
う
状
た

い
四で
一
墜
青
山
加
数
は
二
一
一一
、
六
八
九
加

一
め
に
つ
け
加
え
て
お
き
ま
す
o

片
F
4
5
b
討
中古
川
己
袋

一b
R

，
う
い
う
こ
と
を
一
レ
コ
ー
ド
二
九
七
枚

一サ
」
れ
か
ら
の
計
画
を
次
に
提

ー

ヰ

…
ぷ
川
一一川
改
築

一
*
い
山

M
Uれ
画
し
て
い
る
で
一
フ
ィ
ル
ム
=
三

本
一
一
示
し
ま
す
か
ら
何
と
ぞ
倍
旧
の

付
J
l
i

叶
中
J
J
1
1

川

一

J

仁
う
h
y
o

一
紙
芝
出

一一一
一九
組

一御
声
援
と
御
ベ
ん
た

つ
を
お
願

川
崎
一
日
付
叫

一

純

一

A?
;一
昨
を
利
用
さ
れ
た
人

一

こ

れ
ら
の
ほ
か
、
調
査
、
研

一
い
い
た
し
ま
す
。

、

f
t
f
i
z

一
の
数
は
、
一
七
六
、
五
五

O
人
一
究
.
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
い

一
川
み
な
さ
ん
の
楽
し
み
と
休
息

昭
和
ニ
十
九
年
度
地
工
分

一読
ま
れ
た
図
書
資
料
の
数
は
、
一
と
ぐ
ち
を
つ
け
る
た
め
句
各
一
間

一

の
場
所
た
ら
し
め
る
o

本
江
tp
学
校
新
設

一
二
0
0
、
一

九
一

加
の
多
き
に
一
分
野
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
リ
l

一
副
同州査
、
研
究
し
易
い
場
に
改

料
旧
小
学
校
別
改
築

一

達
し
て
お
り
、

一

け

サ

ト

資
料
ハ最
近
の
も
の
)
一(

。

一
A
視
聴
覚
資
料
ハ
映
画
と
幻
灯
一
カ
羽
山
用
意
さ
れ
て
あ

っ
て
、

一
)
装

天
神
小
学
校
増
改
築

一

一

一
3
視
聴
覚
資
料
の
充
実
と
、
市

一
の
フ
ィ
ル
ム
、
レ
コ
ー
ド
、
紙
一

電
話
.
そ
の
他
の
通
信
、
ま
た

一
(

上
中
島
小
学
校
哨
改
築

一

芝
屈
な
ど
)
を
利
用
な
さ
っ
た
一
土
直
接
の
お
問
合
せ

に
(例‘
名

一

内
の
遠
隔
地
区
へ
の
サ
l
ヴ

昭
和
三
十
年
度
耕
一エ
及
び

一

団
体
の
数
は
、
七

O
五
団
体
一
士
の
住
所
、
会
社
工
場
の
事
業
一

)
イ
ー
の
徹
底
。

脇
工
予
定
分

一

人
の
数
は
、
四
六
五
、

O
七
一
内
容
な
ど
〉
応
ず
る
仕
事
〉
参
考

一任
青
バ
ア
年
巡
回
文
庫
・
貸
出
文

住
吉
小
学

校

増

築

一

五

人
で
あ
り
d

一
作
業
)
に
寧
日
あ
り
ま
せ
ん
。

一

庫
の
新
設
、
拡
充
口

本
江
小
学

校

増

築

一

企
「
対
外
活
動
」
と
し
て
主
催
一
な
お
・
4

公
民
館
の
仕
事
、
市
体

一

一

団

体

九

八

.
0
0
0人
一

3
一一

-
-
E圃
E

・2E

ω
商

工

水

産

関

係

一

計

コ

一

五

七

、

七

二

ム

盛

・

圃

圃

掴

凋

姐

一
に
、
デ
ヴ
ュ
ー
し
た
の
で
あ
り
一
(
昭
和
一
一
一
十
年
度
〉
一
郎
臨
・
・
・
園
田
園
聞
置
置
羽
織

@

観

光

一

一

一

潮
圃
・
圃
・
圃
・
・
・
・
開
問
鱗

一

ま

す

。

一

大

人

コ

一七
、
六
八
八
人
一

ぷ

r

・圃・圃圃・・
E
E

一

、

水

族

館

一

一

一

、

観

光

客

一

堂

三

七

二

ハ

五

O
人

卒

園

田

噛

組

組

今
抱
一
、
ほ
た
る
い
か
や
屡
気
楼

一

開

舘
以
来
・

観
光
に
、
学
側
一
イ
人

〓

幽

闘

・

関

職
悶
繍
齢
脳

の
季
節
的
な
現
象
を
も
っ
て
、

一
研
究
に
、
立
山
連
峰
を
背
景
と

一

団

体

五

O
、一

一
O
O人
一

機
四

割

週

L
F幽

宣
伝
を
行
っ
て
い
た
が
援
に
、

τた
ま

の

こ

の

水
族
館

へ
一

計

一

二

五
、
五
三
八
人

率

制

約

長

室

波

踊

裏
白
木
随

一
の
水
族

館
を

建
一
は
、
高
松
宮
殿
下
を
は
じ
め
、

τ弓
ほ
た
る
い
か
遊
覧
船

一

雄
圃

・

阪

婦
麟
酪
瞳
麺
類

設
し
、

埋
没
林
舘
を
含
む
世
界
一

北
は
北
海
道
よ
り
、
南
は
九
洲

一

昼
は
立
山
連
峰
を
眺
め
つ

つ一

巡
幽
圃
眠
醗
細
細
沼
療
機

の
三
奇
観
を
も
っ
て
・
新
に
世
一
に
至
る
、
知
名
人
を
ふ
く
む
観

一
つ
海
上
を
わ
た
り
、

埋
没

林

主

総

噛

濁

酒

聞

一

一
へ
、
夜
は
海
の
イ
ル
ミ
ネ
l
シ
一
開
闘
関

H
J芯

一一一似

光
客
で
満
た
さ
一

ヨ
ン
蛍
い
か
の
美
観
に
、
奇
異
一

菌

J
fuv…ー~JH一If--~
…

れ、

観
光
魚
一
を
の
せ
る
六
十
人
乗
り
遊
覧
竺

園
田
・

九
七
人
間
い
i
m

……一

津
、
水
族
館
の
一
は
、
こ
れ
も
観
光
魚
津
の

名

物

一

口

旋
風
を
捲
き
起
一
と
な
っ
て
い
る
o

一
か
け
る
の
で
あ
る
。

し
た
o

当
舘
を

一

遊

覧
舶

の

利

用

は

一

市

内

W
商
居
街
、
旅
館
を
主
と

訪
れ
た
客
は
、
一
〈
昭
和
二
十
九
年
度
〉
一
し
て
そ
の
受
入
態
勢
も
漸
次

二
ヶ
年
で
五
O
一

九

七

、

=

一
八
七
人

一

整
備
せ
ら
れ
、
待
望
ら
観
光
協

万
人
を
数
え
ん

一

ハ

昭

和

三

十

年

度

〉

一

会

の

設

立

も
み
た
の
で
あ
る
o

と
し
て
い
る
o

一

六

、

五

O
八
人

一

観
光
協
会
は
発
足
一
年
に
し

一
で
あ
る
。

一

て

、

そ

の

業

績
ま
こ
と
に
大
き

ハ

昭

和

一

一

二
十
九
年
度
〉
一
四
、
受
入
態
勢
の
整
備

一
く
今
後
の
奮
斗
を
期
し
た
い
o

大

人

一

水

族

館
と、
.一一一
大
奇
観
を
も
一

@

水

産

一
五
八
、
一
っ
て
、
全
国
か
ら
の
訪
問
客
を

一

1.
海
技
従
事
者
の
養
成

八
五
三
人
一
受
け
入
れ
、
人
間
交
流
の
場
と

一
出
漁
民
の
増
加
は
、

催
ぷ内
幹
部

学
生
、
小
人
一
し
て
、
そ
こ
か
ら
魚
津
物
産
の
一
の
養
成
に
あ
り
と
の
観
点
よ
り

九
七
、
↑
紹
介
、
宣
伝
を
行
う
価
値
は
突
一
市
発
足
以
来
、
次
の
よ
う
な
諮

八
五
八
人
一
に
大
き
い
。
こ
れ
が
各
業
界
、
一
習
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

特
に
、
商
工
の
振
興
に
拍
車

を

※

(第83号)
t昭和釘年9月13日1
1第三盛郵便物認可j報広市津魚1:日発行月昭和 31年 1(3) 

日当法前 た認へ叉共執で漁 t'l'日百 瀦滋酒箇圃圃・・・E通医務:~ め [設大昭 い 名 育 市たーあ業名 -十方こ 2.るび本 サ 廿廿※
・市 袋記 (4) 。の生労 に 行 、同大和 審議額 週.I~議 (3)た L 同和 (2)まの成 長の月りので 六 間れ (1) 事 、年計 九 グ 八七
根でが遭員北 手活災、し市 員週二 ~.滋 愛 嬢犠議議議選捜騒調圃-磁還 難 不・ 0 ・団二合 富 す tB恒自で 、と 活あ年へら 魚 出 に 乙度 年 年年年
室、、難の 海・ 続~保遣 、 で三 栄!ß. 十 !議 議畿欝懇感畿勢震温圃園田園・嬢ー 曽 同結 1-の山 or.((t化 ら あ市し 路 り度 の 幹 津漁 な こも l度 度度皮
、三北 者遁道 等金|喚族其は ー1-事九 翠盤議機 縁期圃監察議 有 組と八設県 民に団り出てはまに出部市ド機、-τ751品子
紅む悶品鈴鋒dZ語書籍藤議翠纏額議 22葉そ立徳島守り盗品心警告刊号ご医 長震震設管
、ーと 二 袋難問給慰福くを於月 圃臨麓韓欝藤毅鞠盟瞳 梅 設の IH 漁 設 、な 。の和 漁が 、は心日l育まの JiJfc dri i尖JtIlT: !万
警2緊会議君民死rt針許可冨麟磯麟墾唖 第四議議 室契2護手妥当2HASh計 士士土士 部
の十深温行地 し亡 i宜贈る葬 た市 梅 田臨麗聾磯纏懇饗援護監察議室湖面Ili:j園 大 つを主 同 つ O団 を八励市 五 和 海 成 に 主 二六二七ム;習
;三 九 き悼 全 の確族りとをの出沼 田鵬醐欄附酬明開珊明叫 叫幽叫凶町地一 遭 と考の 組 て Oの 見年に漁 O二 道 当 及玉 0 七 O 八 生

(2) (1)も次の上と 秀港 2.で運者民加色二押にて現 1.し め産 のを組大 をを あも設め漁と佐 て行の 浅 3.たに 休 援 漁
施共設港田 胞 のので諸密港が あ動をが入丹十 し北い在 てる施従|事 運員型昭但)図聞各但)る漸、、業共渡(2)来い 増海 (1) の拾のに 業
設問。の漁現 揚魚で事 、施接と完港り を見約す諸ー進洋 る約伴歯いと策来|務輸に漁和舵 るき種水 。く 魚 超の に 、沖 て ‘殖 増地 其 で 々突て i必
等作伺完港在施津す項関設なす成湾ま強越二 島日め方の八う 舞ま共を行水を 省必舵三 員 o7K水産 其探短近、能合い着 事 殖殖のあ北を 、問
〉薬品成及建設港。を係完関るさ陸す力し寸る復結る 面 で百出、す に更つ 産行 よ要乗十取 藍 産加 のの波代入登拘 る 々楽事事 他る洋あと組
の場所をび設のに 計団備 係場れ上。に、四と帰成外へあ名漁色。次にて計つりな組年扱 加加工 緒設無化漁出業。其に業業 。出げり合
完、、挨角途完於 画体がを合て施 . 推関O共対さ、のりの対丹 の強き画て委船員十 業 工工授 に置線と斡潟の の対 やの 潟、行主
備給水つ uj上成け せと必有・も設 進係Oに策れ本出ま出策諸 計化た|い託員・ニ務 技技 術 つ等 海 合旋 を振 成し内授 の こい催
水産て回に る ん協 刷、 潟、計 す者名・協た年消す撚 島 画育、|まを取機月開 術 術 の いの埠理を奨興果、7K興 歩れ現
、倉陸尻あ 百 と力 です民真画 るとの当議。十対が者 復 を 成各 l す受扱帆よ始 の講振た科局化行励 を助商 を を 地当
給庫上補る 屯 すのある生に 予こ出市会歯二策、を帰 考に種 。け 業 舶り 進習興の学ののいす きL成機 固機と市
油、施助経 級 る上る陸活優 定の潟漁に舞月を更みに 慮努水 其務乗・ 歩会 で化建た・る げを業 ・め会一後

@

商

工

こ
L
数
年
問
、
国
家
経
済
の
正

常
化

へ
の
歩
み
を
背
景

と
し

て
、
市
の
商
工
の
状
態
も
.
孫

々
そ

の
方
途
を
確
立
し
、
日
々

そ
の
発
炭
研
修
に

努
め
て
い

る。一
、
中
小
令
楽
の
育
成

市
商
工
会
議
所
を
肉
化
助
成

す
る
と
と
も
に
.
こ
れ
と
一
体

で
あ
り
、
物
産
館
、
土
産
品
展

示
を
通
じ
て
、
魚
津
産
物
の
紹

介
が
徹
底
さ
抗
た
感
が
あ
っ
た

三
、
全
国
見
本
市
、
展
示
会
へ

の
出
品

東
京
、
大
阪
、
北
海
道
を
は

じ
め
.
能
登
、
高
山
地
方
、
・直

江
津
で
の
見
本
市
や
、
物
産
展

と
な
っ
て
、

金
融
柑
談

商
庖
診
断

先
準
地
視
察

経
理
指
導

各
種
講
習
会

を
開
催
し
て
き
て
い
る
o

特
に
‘
商
庖
街
の
共
同
の
施

設
や
、
研
修
に
、
或
い
は
各
業

種
。
組
合
化
、
協
同
化
に
力
を

注
い
だ
の
で
あ
る
o

工
業
試
験
場
の
利
用

木
工
業
(
建
具
、
和
洋
家
具

漆
器
)
を
主
軌
に
、

乾
燥
施
設

の
助
成
や
.
技
術
の
指
導
講
習

を
行
い
、
製
品
の
全
国
展
示
会

へ
の
出
品
斡
旋
を
実
施
し
た
。

二、

博
覧
会
の
開
催

富
山
市
と
と
も
に
行
っ
た
世

紀
の
行
事
.
博
覧
会
は
‘
魚
津
市

を
紹
介
し
、
そ
の
物

産
の

振

興
、
斡
旋
を
な
す
絶
好
の
機
会

と
な
り
、
こ
れ
が
商
工
業
に
及

ぼ
し
た
有
形
無
形
の
効
果
は

ま
こ
と
に
大
き
い
。

全
国
各
地
の
知
名
人
を
は
じ

め
1

県
人
会
、
各
業
種
団
体
の

交
流
は
、
応
接
に
虞
な
き
状
態

示
会
へ
の
大
量
出
品
を
行
い
、

こ
れ
に
よ
っ
て
水
産
加
工
品
、

漆
器
な
ど
の
引
合
い
が
逐
年
増

加
し
て
き
で
い
る
。

四
.
物
産
斡
旋
所
の
利
用

東
京
、
大
阪
の
物
産
斡
旋
所

を
通
じ
て
、
都
会
と
魚
津
と
の

取
引
紹
介
、
就
職
斡
旋
、
観
光

お
よ
び
視
察
団
の
交
流
を
行
っ

て
き
た
。

昭
和
三
十
年
度

保
育
所
入
所
児
童
担
吋

昭
和
三
十
一
年
四
月
よ
り
市
一
は
(
新
た
に
保
育
所
に
入
所
す

内
保
育
所
に
児
童
を
入
所
さ
せ
一
る
者
叉
現
在
入
所
中
の
者
も
全

ょ
う
と
な
さ
る
保
護
者
は
、
弐
一
部
)
左
記
事
項
を
特
に
留
意
の

の
こ
と
を
留
意
の
上
、
期
限
ま
一
上
、
記
入
に
遺
憾
の
な
い
よ
う

で
に
必
ず
申
請
書
を
市
社
会
福
一
に
願
い
ま
す
。

祉
事
務
所
に
提
出

し
て
下
さ
一
①
入
所
児
童
及
び
家
族
一
向
.

一

一
世
帯
内
に
て
同
一
生
計
を

保
育
所
は
‘
年
令
の
制
限
賛
一
営
む
者
全
部
の
氏
名
、
職
業
守

宮
の
差
別
等
は
設
け
ら
れ
て
い
一
ハ
勤
務
先
〉
生
年
月
日
-

な
い
の
で
、
例
え
五
、
六
ヶ
月
一①
入
所
を
必
要
と
す
る
理
由
は
一
一

の
乳
児
で
も
‘
母
が
い
な
い
と
一
具
体
的
に
わ
か
り
易

く

一

か
、
生
計
の
た
め
に
労
働
に
出
一
①
入
所
希
望
の
保
育
所
名

一

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
か
い
う
場
一

申

詩

書

提

出

期

限

一

合
に
は
、
誰
も
そ
の
子
の
世
話
一
昭
和
三
十

一

年

一

を
す
る
も
の
が
な
い
の
で
、

保

一

一

月

九

日

よ

り

一

育

所

に

あ

づ

か

っ

て

、

家

庭

に

一

昭

和

三

十

一

年

一

お
い
て
欠
け
る
も
の
を
満
す
ベ
一
一
月
二
十
日
ま
で
一

く
保
育
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
よ
り
一

事
に
な
る
の
で
す
。

一

午

後
四
時
三
十
分
ま
で
一

①
母
子
家
庭
、
父
母
家
庭
、
こ
な
お
申
請
書
用
紙
は
市
社
会
福
・一

般
家
庭
に
お
い
て
も
児
童
を
一
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
一

保
育
す
る
者
が
労
働
又

は

疾

一

一

病
の
た
め
、
家
庭
に
保
育
担
一

ili
l
i-
-
ji
-
-

当

者

が

い

な

い

。

一

-

⑦
家
庭
が
貧
困

〈
被
保
護
世
帯
一

成

人

の

日

に

表

髭

一

叉
は
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
)

一

桧

倉

青

年

団

一

の
た
め
児
章
一の
保
育
が
出
来
一

一

な
い
o

一

河

崎

君

と

一

①
多
子
家
庭
又
は
環
境
が
児
童

上

野

方

青

年

団

ニ

に
悪
い
と
考
え
ら
れ
る
児
童
一

一

一
来
る
十
五
日
の
成
人
の
日
に
一
一

④
家
庭
が
狭
少
の
た
め
保
育
三

一

U

県
教
育
委
員
会
よ
り
)
県
下
一
ニ

欠
け
る
児
童

一

-

士個
人、

青
年
学
級
三
学
級
、
コ
ア
一

等
で
あ

っ
て
、

単
に
幼
児
教
育
団
体
が
表
彰
さ
れ
る
こ
と
に
な
『

を
希
望
す
る
者
は
対
象
に
は
な
一
っ
た
。
魚
津
市
関
係
ど
し
て
、
一

り
ま
せ
ん
。

竺個
人
の
部
で
は
金
山
谷
の
河
崎
一

申
請
書
の
記
入
に
つ
い
て
で
信
保
君
、
青
年
団
体
の
部
で
は
一

入
所
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
一上
野
方
青
年
団
で
あ
る
o

一

=
河
崎
信
保
君
ハ
二
五
才
)
金
山
一

ハ
合
農
業
、
現
在
魚
津
市
連
青
副
一

一団
長
。
河
崎
君
は
松
倉
青
年
団

一

一
の
組
織
化
に
努
力
し
、
山
村
に
一

一
立
脚
し
た
生
産
活
動
に
重
点
を

一

一お
き
、
科
学
性
と
合
理
性
を
基

一

一
本
と
し
て
、
山
村
の
悶
難
な
青
}

一
年
学
級
の
振
興
に

努

力
し
一

一て
'
其
の
成
績
を
あ
げ
た
。

一

上
野
方
青
年
団

(
団
長
広
田

一

秀
夫
君
、
団
員
八
十
八
名
〉
社

一

蚕
文
化
.
産
業
、
編
集
、
家
一

政
、
体
育
の
部
門
の
ほ
か
新
生
一

活
運
動
部
を
設
け
て
食
生
活
の
一

改
善
に
つ
と
め
大
き
な
成
果
を一

あ
げ
て
い
る
o

新
生
活
運
動
は
一

青
年
間
よ
り
の
モ
ッ

ト
ー
の
も
一

と
に
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を
中
心
一

と
し
て
活
動
を
推
進
し
て
い
る
一



(4) 行発
一

口
H

-

咽
i

間

判
月

間.

阿
い
一

九
五
六
年
.
昭
和
三
一奉
行
コ一
日
市
柿
木
騒
動
を
処
断

十
一
年
の
十
二
支

ハ
え
と
〉
は
一
し
た
。

丙
申
ハ
ひ
の
え
さ
る
u

で
あ
り

一
一
八
三
六
丙

巾

天

保
七

ま

す

。

一

一

八

四

八
戊
申

嘉

永

元

同

猿
は
お
川
才
制
智
に
富
み
、
縦
一
鰐
山
新
た

に
開
か
れ
た
。

樹
無
尽
に
飛
び
廻
り
、
歪
っ
て
二
八
六
の
庚
巾
万
延
元

活
動
型
で
あ
り
ま
す
。
猿
智
懇

二

八
七
二
壬

叩

別

治一九

十

な
ど
と
一
一一同
っ
て
.
非
却
を
受
け

一
二
月
三
日
を
以
て
明
治
六
年

一

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
.
期
待

一
月

一

uしに
定
め
ら
れ

r。

の
多
い
年
か
と
思
い
ま
す
。

一
新
川
郡
を
二
十
区
に
分
ち
第
凶

豊
臣
の
太
問
さ
ん
も
亦
、
こ
一
大
区
初
代
区
長
J
Y
寺
崎
宗
七
氏

の
申
年
の
生
れ
だ
そ
う
で
、
主

一
と
定
め
ら
れ
た
。

っ
て
卑
賎
の
家
に
生

れ
な

が
一魚
津

一
蒋
小
学
校
創
設
。
魚
津

ら
、
機
智
と
努
力
に
依
っ
て
.

一郵
使
間
創
設
。
新
川
県
庁
JT
魚

遂
に
天
下
を
取
っ
た
と
い
う
大

一律
旧
郡
代
民
間
以

ハ
現
在
の
税
務

将
、
立
身
出
叶
一の
モ
デ
ル
デ
あ

一
器
の
あ
る
と
こ
ろ
)
に
位
か
れ

り
ま
す
。

一
た
。
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昭和 31年 1季最広市津

こ
の
隊
に
考
え
る
と
木
年
は

実
に
目
出
度
い
年
で
あ
り
ま
す

が
、
諺
に
「
猿
も
木
か
ら
落
ち

る
」
と
一一一口
わ
れ
て
い
る
様
に
、

注
意
を
怠

っ
た
り
‘
油
断
を
す

る
と
.
猿
で
も
木
か
ら
落
ち
る

思
わ
ぬ
失
敗
を
や
ら
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

今
魚
沖
に
於
て
約
二
百
年
間

に
於
け
る
中
年
の
出
来
事
の
大

要
を
調
べ
て
見
ま
し
ょ
う
。

一
七
在
二
壬
申
、
常
府
二
年
.

富
山
藩
煤
一
年
に
課
税
を
し
た
。

一
七
六
四
叩
申
明
和
元
、
こ
の

頃
農
民
が
閑
窮
し
て
百
姓

一
扱

が
増
加
し
た
o

加
賀
藩
サ
付
/
マ
イ
そ
の
稲
一
子
を

分
も
蕃
殖
を
準
め
た
。

一
七
七
六
丙
申

安
永
五

一
七
八
八
戊
申

天

明

八

二

朱
判
を
や
め
て
丁
銀
を
つ
く
っ

た
。
一
八

0
0
庚

申

党

政

十

二

一
八
一
二
壬
申
文
化
九
加

賀
諮
虎
谷
河
原
波
等
の
鉱
山
の

由
来
を
調
査
し
た。

魚
津
を
出
脈
所
と
し
泊
、梢
山、

境
、
石
田
を
掛
積
所
と
し
た
。

一
八
二
問

中

申

文

政

七

郡

魚
/昭末u2'7年9昂13日1
1第三種郵便物認可/(第83号)

一
八
八
四
中
申
明
治
十
七

下
新
川
郡
町
立
明
則
小
学
校
を

二
十
二
番
学

K
明
朗
小
学
校
と

改
称
さ
れ
た
。

一
八
九
六
丙
中
明
治
二
九

市
町
村
の
中
央
に
里
程
表
が
建

て
ら
れ
た
。
ハ
同
町
角
岩
崎
酒

目
前
)
飢
沖
税
務
嬉
創
設
(
荒

町
二
七
番
地
)、

魚
津
一銀
行
創

立下
新
川
郡
盲
和
会
.
川
原
町
に

創
設
せ
ら
れ
た
。

一
九

O
八
戊
申

明
治
問
一

戊
巾
詔
蓄
が
喚
発
せ
ら
れ
た
。

尋
常
小
学
校
義
務
年
限
六
ヶ
年

と
な
る
。
魚
津
尋
常
小
学
校
を

金
浦
町
に
新
設
し
た
。
(
今
の

村
木
小
学
校
)

一
九
二

O
庚

申

大

正

九

第

一
国
勢
制
査
が
腕
行
さ
れ
た
。

魚
津
町
役
場
は
荒
町
コ一
十
番
地

に
移
転
し
た
。

一
九
三
二
壬
申

昭

和

七

上

海
事
疫
が
起

っ
た
。

一
九
四
四
叩
申

昭

和

一
九

伯
…
沖
実
業
学
校
を
魚
津
工
業
学

校
に
転
換
せ
ら
れ
た
。

魚
津
町
で
功
労
青
表
彰
放
び
に

待
遇
規
定
が
定
め
ら
れ
た
。

一
九
五
六
丙
申
昭
和
コ
二

木
下
り
高
槻
日
本

一
に

、-
d
l
E
Y
I
E
V
ヌ

上
山
柴
菊
さ
ん
の
稲
作

……

九
月
十
六
日
粒
数
計
算
に

よ
る
収
監
予
組
制
査

・…
十
月
十
二
日

坪
刈
詐
査
へ
十
坪
〉

一.
十
月
十
川
日

号
一刈

審

査

二

反
歩
ノ
の
結
J

京
、
東
日
…
一

二

本
に
見
引
当
地
.
米
作
日
本

一
も
ほ
.と
ん
ど
椛
定
的

一

と
目
さ
れ
て
い
お
。

反
肖
牧
註ム
ハ
石
じ
斗
六
升
四

合
と

い
う
‘
昨
年
迄
の
記
似
を

一
斗
三
升
川
合
も
上
担
っ
た
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
.
詳
制
に

検
討
し
て
見
ま
す
と
.
先
づ
‘

選
定
口
削
極
や
見
ま
す
と
、
金
南

瓜
と
い
う
多
収
で
‘
且
つ
倒
伏

に
強
い
も
の
な
選
ん
.た
こ

と
、

弐
に
保
出
折
衷
商
代
に
よ
っ
て

早
嬬
.平
川
柳
、
早川烈

ハ
俗
に
こ
れ

守
「
一一
…
早
我
的
」
し
人名
づ
け
る
〉

し
て
館
市
育
成
に
よ
る
早
植
と

活
語
似
進
、
早
期
強
勢
今
撲
の

確
保
守
円
り
.
早
刈
に
よ
っ
て

冷
告
に
よ
あ
稔
突
不
良
と
‘
千

粒
一瓦
の
低
ド
を
避
け
た
こ
と
.

前
代
以
ひ
木
田
の
肥
料
設
計
が

泊
主
で
あ
り

'に
こ
と
、
早
期
除

草
と
止
認
の
紙
上
げ
が
早
く
し

F

h

、
、1
刊

M
M
-
-
.l
d
h川
Jrで
ん
v~

、ノhh
u
--
h

マ、

「寸
汁
ハ
ド
イ
交
・
¥口実
U
利

札
制

と
.
無
効
分
襲
則
の
田
干
し
に

よ
る
無
効
茎
の
発
生
を
抑
制
し

て‘

栄
養
成
長
か
ら
生
殖
成
長

へ
の
転
換
が
完
全
に
行
わ
れ
た

こ
と
、
一
尺
二
寸
に
冗
寸
の
枠

を
廻
し
.
坪
当
り
六
十
株
と
い

う
並
木
舶
の
密
植
と
し
て、

早

期
に
有
効
茎
を
取
り
.
併
せ
て

倒
伏
の
防
止
L
(

穂
軍
の
増
加
に

役
立
た
せ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な

い
。

一一
間
病
虫
害
防
除
の
聞
に

つ
い
て
考
演
す
る
に
.
六
月
十

九
日
病
管
虫
山市
の
総
合
防
除
と

し
て
、

ホ
リ
ド
ー
ル
乳
剤
加
周

ボ
ル
ド
ー
液
の
一
腎
防
除
を
実

施
し
て
お

り
、
七
月
一一
一
日
紋
枯

病
及
び
小
約
前
核
病
肋
除
の
目

的
で
、
セ
レ
サ
ン

石
灰
た
反
当

り
四
砥
撒
粉
し
、
八
月
二
十
二

日
川
穂
前
に
セ
レ
サ
ン
石
次
を

新
工
法
で
復
旧
さ
れ
た

虎

谷

堤

防

早
月
川
支
流
の

小

早

月
川

は
.
念
勾
配
で
然
も
非
常
な
暴

れ
川
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
同
川

治
岸
虎
符
凶
町
一
防
の
根
川
町一
は
‘
従

来
の
木
枠
で
は
腐
朽
し
、
災
山首

を
蒙
ろ
成
れ
が
あ

り
ま
す
の

で
、
永
久
的
な
コ
ン
ク
リ

ー
ト

の
製
の
橋
本
式
十
字
ブ
ロ
ッ
ク
と

一
式
う
最
新
の
根
思
工
法
で
、
去

る
十
月
工
事
が
着
工
し
ま
し
た

が
、
こ
の
れ
市
が
初
め
て
採
択

し
た
頑
丈
な
同
提
防
が
完
成
し

ま
し
た
υ

ま
い
て
、
穂
首
い
も
ち
病
の
予

防
を
し
.
九
月
八
日
う
ん
か
の

防
除
と
し
て
マ
ラ

ソ
ン
を
撒
布

し
て
い
る
o

本
年
は
よ
い
天
候

に
恵
ま
れ
た
と
は
言
え
‘
以
上

四
回
に
亘
っ
て
防
除
が
行
わ
れ

て
い
る
。
翻
っ
て
苗
代
本
田
に

つ
い
て
、
も
っ
と
詳
し
く
記
し

て
見
ま
す
と
、
商
代
肥
料
は
坪

当
り
硫
安
七

O
匁
.温
石
一O
O

匁
.
損
加
三
五
匁
を
基
肥
と
し
.

温
肥
と
し
て
草
木
友

一
O
O匁

を
冗
月
九
日
に
施
し
.
硫
安

一

五
匁
を
五
月
十
日

に
施

用

し

て
N
冗
メ
ヨ
五

O
匁
.
P
二
〆

五

O
O
匁
、
K
七
メ
五

O
O匁

と
な
る
。

中
耕
除
草
は
、

一
番
草
五
月
二

十
七
日
、
二
番
六
月
四
日、

一一一

番
六
月
十
日
、
止
草
六
月
二
十

例
日
の
凶
凹
で
.
何
れ
も
広
巾

(
九
寸
三
条
取
回
転
除
草
器
で

行
い
、
止
草
は
、
手
取
り
を
加
え

た。

以
上
の
こ
と
は
何
れ
も
増

収
の
定
石
と
な
っ

て
お
る
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
の
外
に
多
牧
を

得
た
版
凶
が
ニ
つ
あ
る
と
思
う
。

そ
の

一
つ

は
山
品
田
の
土
援
で

た
。
商
代
は
十
五
日
脚
当
り

一
一
あ
日。
c
而
肢
は
実
測
問。

一
歩
で

合
二
勺
(
浸
籾
)
と
し
反
当
り

一
あ
っ

て
、
土
嬢
の
構
造
は
一

一層

十
六
坪
を
予
定
し
た
。
田
植
は

一
か
ら
五
阻
ま
で
全
部
細
か
な
砂

五
月
二
十
二
日
行
い
(
十
円
吃
日

一
躍
土
で
成
り
立

っ
て
お
り
、
大

J
』

一

数
三
十
七
日
)
分
麓
ニ

l
一一
一本

一
き
く
発
達
し
た
管
状
鉄
が
縦
に

の
も
の
二
株
宛
揃
え
植
え
た
。

一
走
っ
て
お
り
、
雲
状
鉄
等
も
多

弐
に
本
田
の
肥
料
設
計
で
あ
る

一
数
に
存
在
す
る
。
地
下
一
米
迄

が
、
四
月
十
三
日
、
本
田
耕
起
の
一
深
稲
の
摂
は
張
っ
て
お
り
、
獄

際
〈長
谷
川
式
二
段
耕
惣
使
用
〉
一
水
一九
分
と
い
う
素
晴
ら
し
い
土

石
灰
N
反
当
り
六
メ
と
牛
肥
一
一一
一一
挫
で
あ
る
。

0
0メ
施
則
正
月
冗
日刷出
水
し

一去
る
昭
和
二
十
七
年
と
二
十
八

て
代
掻
(
砕
土
橋
〉
活
乾
土
今
一行
年
の
二
回
に
互
り
洪
水
の
泥
水

い
石
茨
N
の
分
解
を
図

つ
示
。

一
が
人
り
.
現
花
の
耕
土
五
寸
の

冗
月
二
十

一
日
基
肥
と
し
て
山

一
ド
問
に
川
年
前
の
耕
土
が
あ
っ

安
ご
一
一メ、

熔
燐

一
一
j
.
山

一
て
.
そ
の
下
と
雌
も
恐
ら
く
は

加

一
O
メ
を
施
し
.
州
代
掻
JY

一
何
十
年
前
か
.
何
百
年
前
に
、

し
た
。
温
肥
と
し
て
は
、
ど
月

一
角
川
の
混
乱
に
よ
っ
て
流
入
さ

十
九
日
草
炭
友
凶

O
〆
を
施
肥

一
れ
た
角
川
砂
が
、
集
積
さ
れ
た

し
た
。
こ
れ
合
成
分
換
算
に

し

一
も
の
と
惟
定
さ
れ
る
珍
ら
し
い

十
=
月
十
一
日
か
ら
十
ニ
月
二
十
五
日
ま
で

十
二
月
十
二
日
ハ
月
〉

一
全

十

六
日ハ
金
〉

市
議
会
商
工
水
産
委一
閉
会
及

一

市
議
会
総
務
委
員
会
及
び
建

び
厚
生
姿
員
会
開
悦

・

設
-姿
員
会
川
催

定
例
市
操
業
委
員
会
開
催

一
全

十

八
日
〈
日
)

道
ド
地
区
広
報
員
会
開
山

一

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

全

十
三
日
ハ
火
〉

一

土
場
訪
致
協
議
会
開
催

白
倉
小
学
校
組
合
議
会
開
舵

一
全

二
十
日
(火
)

四
布
施
地
区
広
報
只
会
開
位

一

市
議
会
議
員
協
議
会
開
催

全

十
四
日
ハ水
〉

一

臨
時
教
育
委
員
会
開
催

上
野
方
地
区
広
報
員
会
川
他

一
企

二

十

一
日
(
水
U

全

十
五
日
ハ木〉

一

定
例
市
議
会
開
催

下
野
方
地
区
広
報
員
会
川
位

一

闘
場
で
あ
る
o

こ
ん
な
闘
場
は

一
寸
他
に
類
を

見
な
い
立
振
な
も
の
で
あ
る
0

・次
に
濯
排
水
の
こ
と

で
あ
る

が
.
左
に
は
土
用
中
と
い
え
共

渇
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
角
川

の
疏
水
を
控
え、

右
に
は
こ
れ

叉
年
中
止
ま
る
こ
と
の
な
い
湧

水
(
冷
水
と
い
う
)
を
手
に
し

て
、
田
干
し
と
濯
水
、
落
水
と

掛
流
し
を
突
泊
し
て
、

稲
の
根

腐
れ
に
よ
る
稔
突
不
良
.
目
前

較
差
、倒
伏
防
止
‘酸
素
補
給
.

根
張
り
の
助
長
等
に
多
大
の
貢

献
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
担
当
普
及
員
の
発
案
に

よ
る
も
の
で
あ
る
が
.
次
に
示

し
て
参
考
に
供
し
ま
す
。

五
月

二
二
日
二
六
日
迄

二
七

l
二
八

六
月

・

四
l
五

一
O
l
一
一

一
九

l
一二

三
O
l
七
月
四

七
月
一

O
l
一
六

一
七

i
二
二

一
一一一一

l
二
八

八
月

一
七

l
一
一

一
七
l
二
二

一一
一一
一l
二
六

〈写真は上楽さんの回〉

二
七

l
一一一O

ブL
月

一l
l

一一一

匹
ーー
五

六
1
l
八

一
O
l
一
三

九
月

一
五
日

水
深
二
寸

落
水
田
干
務
水
田
干
中
千
冷
水
掛

流
し
ご
寸

土
用
干

深
水〈
二
寸
〉

骨一J
-

「、、
一、uvず
寸
/
-

冷
水
瓶
水

混
合
掛
流

落
水
冷
水
市
水

混
合
掛
流

l
u
 

落
水
冷
潟
水

掛
流
し

W
合
レ
ハ
、r一
7
J

#
流
し

蕗
水

右
以
外
の
日
は

一
寸
水
を
入
れ

たハ註
〉
冷
水
と
は
水
口
で
十
六
、

五
度
瓶
水
と
は
水
口
で
二
十
六
度
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昭
和
品
川
年
工
業
統
計
調
査
賓
施

通
商
産
業
省
で
は
.木
年
も
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
、

工
業
統
計
調
査
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の

捌
査
は
、
全
国
の
製
造
工
場
に
つ
い
て
、
従
業
者
数
、
原

材
料
の
使
用
鰍
出
荷
額
等
に
つ
い
て
詳
制

に
調。へ
、
製
造

工
業
の
面
か
ら
我
が
国
の
経
済
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
最
も
重
要
な
統
計
を
作
る
た
め

に
行
わ
れ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

一
、
準
備
調
査

調
査
員
は
、
本
調
査
前
に
調

査
対
象
を
完
全
に
把
握
す
る

た
め

に
担
当
調
査
区
を
巡
回

し
て

工
業
調
査
準
備
名
部
を

作
成
し
ま
す
。

二
、
甲
調
査
お
よ
び
乙
調
査

調
査
員
は
準
備
調
査
に
基
い

て
従
業
者
四
人
以
上

(
甲
調

査
)
の
事
業
所
に
対
し
て
は
、

工
業
調
査
票
甲
。
四
人
以
下

①
事
業
所
開
設
年
月

①
兼
世
の
有
無

⑦
経
蛍
組
織

①
従
業
者
数

①
月
別
常
用
労
働
者

⑩
現
金
給
与
総
額

⑪
原
材
料
、
燃
料
お
よ
び

市川
力
の
使
用
縦
な
ら
び

に
安
託
生
産
費

⑫
十
と
十
一
の
合
計
傾

⑪
製
造
品
.
原
材
料
お
よ

び
燃
料
の
布
陣
傾

⑪
有
形
回
定
資
産
の
憎
被

@
原
動
機
の
台
数
お
よ
び

公
称
馬
力
数

⑮
主
一吹
原
材
料
名

⑪
作
業
工
程

⑬
製
造
口
附
の
出
術
額
お
よ

び
在
庫
傾
等

⑪
内
国
消
費
税
制

ハ
乙
訓
査
〉
の
事
業
所
に
対

し
て
は
、
工
業
訓
査
刑
罰
乙
を

配
付
し
ま
す
か
ら
.
各
事
業

所
は
所
定
事
引
を
記
入
し
て

制
査
員
に
お
渡
し
下
さ
い
。

三
、
調
査
の
内
容

L
甲
制
査
誕
の
訓
査
内
容

①
事
為
所
名

①
事
業
所
所
在
地

①
本
社
ま
た
は
本
自
名

@
本
社
ま
た
は
本
居
所
在
地

'
@
十
八
か
ら
十
九
を
差
引

い
た
金
額

@
転
売
品

@
指
定
品
目
自
己
消
費
量

そ
の
他
機
械
装
世
の
設
備
状
況
'

自
動
車
保
有
台
数
の
調
査
等

.

-
乙
訓
査
県
の
・
内
容

①
事
業
所
名

①
事
業
所
所
在
地

①
事
業
所
開
設
年

④
経
蛍
組
織

①
事
業
の
内
容

①
従
業
者
数

⑦
製
造
品
出
向
額
等

間
.
御
協
力
に
つ
い
て

調
査
員
は
、

一
月
二
十
日
頃

ま
で
各
事
業
所
を
訪
問
致
し

ま
す
か
ら
何
卒
皆
憾
の
御
協

力
を
願
い
ま
す
。

五
、
秘
密
の
保
護

統
計
法
に
よ
っ
て
秘
訟
が
保

持
せ
ら
れ
て
い
ま
す
か
ら
何

卒
御
安
心
下
さ
い
。


